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センターからのおしらせ 

昨年 9 月から利用を開始しましたイブニングシッターサービスの利用状況をご報告します。 

 

 

 

 

 

 

           

 

  

 

【お問い合わせ】女性医師支援センター（内線３４８６）  ✉ E-mail clover@dokkyomed.ac.jp 

 2014 年 

9 月 
10 月 11 月 12 月 

2015 年

1 月 
2 月 3 月 合計 

利 用 者 1 5 2 2 3 9 5 27 

子ども人数 1 12 2 2 3 9 5 34 

第 13回 クローバー交流会の報告 

（株）小松製作所小山健康管理室長 加藤 梨佳 

3月 4日に開催された第 13回クローバー交流会にて、産婦人科の木内香織先生と共にロールモデ

ル紹介をさせていただきました。木内先生は専門医を既に取得し、現在は仕事をしながら社会人大

学院生として学位取得を目指しているとお話しされ、着実に産婦人科医としてキャリアを重ねてい

らっしゃるご様子に憧れを抱きました。 

私は産業医としてのキャリアと子育ての両立というお話をさせていただきました。私は栃木県出

身で産業医科大学を卒業し、大学での臨床研修医・修練医を経て、製造業で専属産業医をしていま

す。産業医大卒の医師としては典型例なのですが、他大学卒の方には珍しく感じるかもしれません。

現在は 3 工場約 5000 人の従業員の健康管理に、スタッフ 5 人、非常勤医師７人の力を借りて奮闘

する日々です。赴任した 8年前は産業保健活動が全く行われていなかった工場でしたので、勢いで

活動を立ち上げました。今は落ち着き、日々の定常業務に加え、より良い活動が行われるよう改善

を行っています。 

また、交流会の日は大学院の卒業式で、晴れて獨協医科大学で学位をいた 

だくことが出来ました。子供（4歳）を抱えながら、常勤として仕事をし、 

社会人大学院に在籍をするという 4年間でしたが、職場の上司・同僚、大学 

院の教員の先生方に支えられ、ここまで続けることができたのだと深く感謝 

しています。女性のみならず、子育て・介護・病気などを抱えながら働く者にとって周囲のサ 

ポートが何より大切で有難いものだと、一人の女性として産業医として心から思います。 

 

 

※上記は延べ人数です。 

 
イブニングシッターサービスの詳細についてはセンターのサイト内で 

紹介しておりますのでご覧ください。 

 

 

http://2.bp.blogspot.com/-woHxRmnvekA/UaKfHCfbPpI/AAAAAAAATz4/Z1Rtfbm2oxw/s1000/clover.png
mailto:clover@dokkyomed.ac.jp
mailto:clover@dokkyomed.ac.jp
mailto:clover@dokkyomed.ac.jp
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JvdlPoMRpVEEkAEWCU3uV7/SIG=13920ojc9/EXP=1427866472/**http:/userdisk.webry.biglobe.ne.jp/011/853/48/N000/000/001/127080629001916403908.gif

